
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特集：手話を考えるフォーラム第 2分科会 
「平成から手話言語が輝く令和へ」を総括テーマに開催された手話を考えるフォーラム 2019。

今年の第 2 分科会は「令和の手話サークル活動をみんなで考えよう」～新ともに歩む／千葉か

ら発信！～と題し、これからのサークル活動についてディスカッションをしました。 
 

＜グループ（模造紙）発表＞ 
サークル歴「①～⑤年」「⑥～⑩年」「⑪年以上」の 3つのグループに分かれて意見交換。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

経験年数によって意見に違いがあるも 

どのグループもサークル💛愛があふれている 
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なになに？ 

 

 

 

 

①～⑤年 

⑥～⑩年 
⑪年以上 

1 年未満だと素朴

な疑問も多い 

5 年の人と話が合

わないところも 

多様な意見があり 

共有化が図れた 

ろう者・ 

聴者ともに 

仲間 
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＜内容＞ 
一日目はグループ討議の前に昭和・平成の手話サークルの出来事を基調プレゼンで振り返り、

助言者お二人からは当時の手話サークル活動やアイラブパンフ運動についての講演していただ

きました。 

 

 

 

 

 

 

 二日目は手話サークルの課題、そしてこれからを全体で討議。 

・技術が進み情報共有が変化してもＡＩには感情がない。 

・楽しめる企画、地域社会を巻き込んでいく。 

・サークルの人と同じお墓に入りたい（死んでも手話で話せる!?） 

・仕事で疲れていても行きたい場所などなど話は尽きませんでした。 
 

＜全体会＞「千葉県手話サークル連絡協議会について」 

 

県サ連発足は 

  手話を考えるフォーラム 2003での 

千聴連の一言から始まった 

 

 

初めて聞いた話に 

サークルは困惑!? 

 

自主性を持ったサークル組織を！ 

代表者が何度も議論し 

2005年県サ連が誕生 

 

様々な理由から加盟は減少傾向に 

 

 

 平成から令和へ時代が変わっても 

  サークル同士“つながり”は大切 

     そのために一緒に考えよう！ 

県サ連ホームページ http://www.kensaren.sakura.ne.jp/ 

発 行：千葉県手話サークル連絡協議会 責任者：外口晴久 
 

 

 

 

 

 

話合える仲間がいるから 

乗り越えられる 

ろう運動にもその一面が 

 

 

 

 

AI ケンです 

表情が 

ない… 

http://www.kensaren.sakura.ne.jp/

